
 

公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 10 月 15 日 

警 務 部 監 察 官 室 

 

令和７年秋の勲章伝達式について 

項    目                   内         容 

叙 勲 の 概 要 
 警察官として奉職された方に対する「危険業務従事者叙勲」につい

ては、春と秋の年２回に分けて各都道府県警察主催で伝達式を行って

いるもの。 

勲 章 種 別 

  第 45 回危険業務従事者叙勲（令和７年 11 月３日発令予定） 

  ・  瑞宝双光章 ～ 19 人   

  ・ 瑞宝単光章 ～ 12 人 

伝  達  式 

 

 ○ 日 時   

     令和７年 11 月４日（火）午後３時 00 分から（概ね１時間） 

 ○  場 所  

     新潟県自治会館 １階 「講堂」 

 ○  式次第 

    １  開式の辞 

   ２  国歌斉唱  

    ３  勲章の伝達 

    ４  祝 辞 

      ・  本 部 長 

      ・  公安委員会委員長 

      ・  警友会連合会会長 

   ５  閉式の辞 

 ○ 主催者側参列者 

     本部長、各部長(情報通信部長除く｡）、警察学校長、首席監察官、 

     監察官室長 

 ○ 来  賓 

     公安委員会委員長、警友会連合会会長 

そ  の  他 

  

 ○ 伝達式終了後、記念写真撮影を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


テキストボックス
１




番号 勲章種類 氏　　名 年齢 退職時階級 退職時所属等

1 瑞宝双光章 浅見　徳夫 74 元　新潟県警部 元　新潟県阿賀野警察署

2 瑞宝双光章 猪俣　勇 74 元　新潟県警部 元　新潟県新発田警察署

3 瑞宝双光章 大口　勝義 74 元　新潟県警部 元　新潟県警察本部交通部高速道路交通警察隊

4 瑞宝双光章 大澤　晃 74 元　新潟県警視 元　新潟県新潟東警察署

5 瑞宝双光章 風間　彰二 74 元　新潟県警部 元　新潟県新潟東警察署

6 瑞宝双光章 北嶋　秀男 74 元　新潟県警視 元　新潟県警察本部生活安全部生活保安課

7 瑞宝双光章 熊倉　哲 74 元　新潟県警視 元　新潟県警察本部刑事部捜査第二課

8 瑞宝双光章 栗林　彰 74 元　新潟県警部 元　新潟県長岡警察署

9 瑞宝双光章 黒井　要作 74 元　新潟県警視 元　新潟県西蒲警察署

10 瑞宝双光章 新保　憲治 74 元　新潟県警部 元　新潟県新発田警察署

11 瑞宝双光章 田中　清 74 元　新潟県警視 元　新潟県警察本部警務部留置管理課

12 瑞宝双光章 寺澤　誠一 74 元　新潟県警部 元　新潟県警察本部交通部運転免許センター

13 瑞宝双光章 野平　誠 74 元　新潟県警部 元　新潟県警察本部刑事部機動捜査隊

14 瑞宝双光章 長谷川　好行 74 元　新潟県警視 元　新潟県警察本部生活安全部少年課

15 瑞宝双光章 星野　清一 74 元　新潟県警部 元　新潟県江南警察署

16 瑞宝双光章 本間　正則 74 元　新潟県警視 元　新潟県警察本部交通部運転免許センター

17 瑞宝双光章 山崎　半四郎 74 元　新潟県警部 元　新潟県新潟南警察署

18 瑞宝双光章 渡辺　雅之 74 元　新潟県警部 元　新潟県警察本部交通部高速道路交通警察隊

19 瑞宝双光章 渡部　八郎 74 元　新潟県警部 元　新潟県柏崎警察署

20 瑞宝単光章 大野　雅宣 74 元　新潟県警部補 元　新潟県三条警察署

21 瑞宝単光章 小川　哲夫 74 元　新潟県警部補 元　新潟県新潟中央警察署

22 瑞宝単光章 笠松　憲吉 74 元　新潟県警部補 元　新潟県上越警察署

23 瑞宝単光章 小泉　健 74 元　新潟県警部補 元　新潟県上越警察署

24 瑞宝単光章 坂井　秋仁 74 元　新潟県警部補 元　新潟県五泉警察署

25 瑞宝単光章 島田　寛之 74 元　新潟県警部 元　新潟県阿賀野警察署

26 瑞宝単光章 志水　昭夫 74 元　新潟県警部 元　新潟県胎内警察署

27 瑞宝単光章 関原　政次郎 74 元　新潟県警部 元　新潟県上越警察署

28 瑞宝単光章 戸松　修 74 元　新潟県警部補 元　新潟県新潟西警察署

29 瑞宝単光章 松原　正文 74 元　新潟県警部補 元　新潟県新潟中央警察署

30 瑞宝単光章 箕輪　修造 74 元　新潟県警部補 元　新潟県長岡警察署

31 瑞宝単光章 横川　孝生 74 元　新潟県警部 元　新潟県上越警察署

第45回（令和7年秋）危険業務従事者叙勲受章者名簿

 



 

 

公 安 委 員 会 資 料 
令和７年 10 月 15 日 
生 活 安 全 部 少 年 課 

 
子供の性被害撲滅対策の推進について 

概 要 

 児童買春・児童ポルノ法違反をはじめとする児童の性的搾取等事犯
は、児童の心身に有害な影響を及ぼし、その人権を著しく侵害する極
めて悪質な行為である。 
 県警察では、11 月の広報重点を「子供の性被害撲滅」とし、各種施
策を推進する。 

子供の性被害
の状況（県内） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 性被害に係る福祉犯 

児童福祉法違反、児童買春・児童ポルノ法違反、青少年健全育成条例違反、性的姿態
撮影罪、面会要求罪等の性的事犯（性的姿態撮影罪、面会要求罪は令和５年７月に新設） 

 ※ 令和７年は暫定値 

推 進 施 策 

１ ＳＮＳや各種媒体を活用した広報・啓発活動の推進 
Ｘ（エックス）等のＳＮＳの県警公式アカ 

ウントのほか、ラジオやデジタルサイネージ 
等幅広く媒体を活用し、被害防止に係る情報 
を発信する。 

 
２ 学校等との連携による児童・保護者等への情報提供 
  学校や教育委員会と連携して非行防止・情報モラル教室を開催し、
被害を防止するための対策やフィルタリングを含むペアレンタルコ
ントロール機能の普及促進に向けた情報を提供する。 

 
３ ＳＮＳ上の不適切な書き込みへの注意喚起メッセージの投稿 
  サイバーパトロールにより、子供の性被害につながるおそれのあ
る書込み等を発見し、注意喚起・警告のメッセージを投稿する。 

 
４ 児童の性的搾取等事犯に対する取締りの強化 
  児童買春・児童ポルノ法違反、児童福祉法違反、青少年健全育成
条例違反等による児童の性的搾取等事犯に対する取締りを強化す
る。 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 1 0 月 1 5 日 

刑事部組織犯罪対策課 
 
 

警察官等を装ったオレオレ詐欺事件被疑者の検挙について 
（与板署・組織犯罪対策課・機動捜査隊）  

被 疑 者 

１ 住居不詳 

甲 （男 当時 27 歳） 

２ 住居不詳 

  乙 （男 当時 21 歳） 

検 挙 年 月 日 

 

罪名・ 検挙 種別 

 令和７年 10 月３日 被疑者２名を詐欺未遂で通常逮捕 

事 案 概 要 

(1) 被疑者らは、氏名不詳者らと共謀の上、令和７年９月下旬か

ら 10 月３日までの間、氏名不詳者らが、複数回にわたり、長岡

市内のＡさん（60 歳代・男性）方に電話をかけ、警察官及び検察

官等を名乗り、「あなたの電話番号が不正に使われているので調

べる必要があります。」「あなたに詐欺グループの共犯者の疑いが

あります。」「共犯者を捕まえました。銀行からお金を出しておく

のが安全です。お金を出したら家で保管してください。」等とう

そを言い、10 月３日、被疑者らが別々にＡさん方を訪問し、現金

をだまし取ろうとしたが、警察官から職務質問を受けたため、そ

の目的を遂げなかった。 

(2) 10 月３日午前「不審者がいる。」との 110 番通報があり、与板

署員が被疑者甲を職務質問し、さらに同日午後、「Ａさん方付近

に不審者がいる。」と近隣住民から通報があり、与板署員等が被

疑者乙を職務質問し、それぞれ所要の捜査を実施の上、逮捕した。 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 10 月 15 日 

警 備 部 警 備 第 二 課 

 地震・水害を想定した災害警備訓練について 

項 目 内 容 

日    時 令和７年10月21日（火）午前10時から午後４時まで 

場       所   新潟市歴史博物館「みなとぴあ」（新潟市中央区柳島町２丁目10） 

目    的 
地震・水害が多く発生する最近の情勢を踏まえ、橋等の損壊による新潟島

の孤立や河川の氾濫を想定した救助訓練を行う。 

 訓 練 内 容 

① 警察官の海上輸送訓練 

  新潟島の孤立を想定し警備艇えちごや機動隊舟艇が海上輸送を行う。 

② ゴムボートの操船訓練 

  水難救助を想定し船外機有り・無し両方のゴムボートを扱う。 

③ スローバック訓練 

  川を流れる要救助者に浮き袋を投げ入れ救助する訓練を行う。 

④ ハイブリッド車の取扱い訓練 

  あいおいニッセイ同和損保の協力の下、災害時等に、ハイブリッド車 

の電気を安全に止める方法を訓練する。 

参 加 者 

警備部長、警備第二課長、機動隊長、新潟署長、新潟中央署長 

管区機動隊 大隊長以下107名 

新潟市歴史博物館「みなとぴあ」職員、あいおいニッセイ同和損保 

時 系 列 

10:00 ～ 12:00 海上輸送訓練、ゴムボート操船訓練、スローバック訓練 

13:00 ～ 15:00 ハイブリッド車の取扱い訓練 

15:20 ～ 15:40 展示訓練（航空ヘリによる救助活動） 

そ の 他 
報道発表は10月16日（木）午後１時30分（定例記者会見） 

雨天時は新潟署において、ハイブリッド車の取扱い訓練のみを実施 
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公安委員会説明資料 

令和７年 10 月 15 日 

警 備 部 外 事 課 

新潟東港治安総合対策の実施について 

目 的 

 本対策は、平成 16年から周辺自治体及び関係機関と連携して、総合的

な治安対策として実施しているものである。 

新潟東港及びその周辺地域の治安情勢は、関係機関・団体等と連携した

継続的な治安対策の効果もあり、凶悪・重要犯罪等の発生が抑えられてい

る状況であるが、過去には外国人被害にかかる殺人・死体遺棄事件や、外

国船員による大量覚せい剤密輸事件等重大事件が発生しており、同地域は

引き続き本県における治安対策上の重点地域である。また、国際テロ対策

の観点からも水際対策を強化していくことが求められている。 

こうしたことから、本対策を通じて、引き続き官民一体となった防犯意

識の高揚及びテロ対策の気運を醸成することを目的とする。 

日 時 令和７年10月 31日（金）午後１時30分から午後４時30分頃までの間 

場 所 新潟東港及びその周辺地域 

体 制 

総 指 揮 警備部長 

現地指揮所 交通機動隊 

体 制 

（約100人） 

警察本部：警備部、刑事部、生活安全部、地域部 

警 察 署：新潟北署、新発田署 

関係機関：入管、税関、海保、新潟県、新潟市、聖籠町 

新潟市東港セーフティネットワーク 

実 施 項 目 

ソーラスフェン

スの点検 

管理者及び関係機関とのソーラスフェンス等港湾保安

設備の点検 

合同サーチ・ 

船舶パトロール 

関係機関と連携した外航船に対する合同サーチ 

警察、海保、税関の船舶による新潟東港港内のパトロ

ール 

中古車事業者へ

の立入り 

中古車業者に対する防犯指導、古物営業法・自動車リ

サイクル法に基づく立入り指導 

防犯パトロール 
青パト車（青色回転灯装備車）、パトカーによる合同防

犯パトロール 

広報啓発活動 不法投棄防止等を呼び掛ける広報チラシの配布 

そ の 他 

○ 本対策は、平成16年から実施しており、今回で23回目。 

○ 新型コロナの影響により、令和２年度は中止、令和３、４年度は一部

縮小して実施。 

〇 令和５年度は関係機関とともに中古車事業者等の立入り、青パト車等 

 による合同防犯パトロール、合同サーチ、船舶パトロール及び広報啓発 

 活動を実施。 

○ 令和６年度は悪天候のため中止。 

○ マスコミ発表を行う。 

 


テキストボックス
５



